
最
澄
の
思
想
が
問
題
に
さ
れ
る
時
、
一
に
は
三
乗
・
一
乗
が
権
教
か
実
教
か

を
論
ず
る
、
二
に
は
大
乗
戒
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
確

か
に
、
今
日
残
さ
れ
て
い
る
最
澄
の
著
作
を
見
る
限
り
、
そ
の
二
点
が
著
作
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
主
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
一
に
つ
い
て
は

『
守
護
国
界
章
』
を
中
心
と
す
る
著
作
類
で
、
二
に
つ
い
て
は
『
顕
戒
論
』
を

中
心
と
す
る
著
作
類
で
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
除
く
と
最
澄
の
代
表
的

著
作
と
し
て
は
『
山
家
学
生
式
』
と
『
願
文
』
が
残
る
く
ら
い
で
、
他
に
は
経

（
口
且
）

論
の
註
な
ど
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
『
山
家
学
生
式
』
に
し
て
も
、
そ
こ
で
主

張
さ
れ
て
い
る
一
向
大
乗
寺
の
問
題
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
先
の
第
二
点
に

関
係
す
る
著
作
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
最
澄
の
思
想
が
問

題
に
さ
れ
る
時
、
先
の
二
点
が
中
心
に
な
る
の
は
当
然
の
帰
結
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。し
か
し
、
そ
の
二
点
か
ら
見
る
時
、
最
澄
は
比
叡
山
に
一
乗
止
観
院
を
開
き

法
相
宗
を
中
心
と
す
る
南
都
仏
教
勢
力
と
対
し
た
人
で
あ
る
こ
と
は
鮮
明
に
な

っ
て
も
、
日
本
天
台
宗
の
祖
と
さ
れ
る
所
以
は
そ
れ
ほ
ど
鮮
明
に
な
ら
ぬ
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
弟
子
達
が
最
澄
の
後
を
嗣
い
で
今
日
の
日
本
天

1

最
澄
に
お
け
る
仏
性
理
解

台
宗
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
点
か
ら
最
澄
を
宗
祖
と
み
る
こ
と
に

全
く
異
論
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
想
の
問
題
と
し
て
最
澄
以
後
の
日

本
天
台
宗
を
み
る
時
、
そ
の
精
華
は
一
切
皆
成
思
想
を
根
拠
づ
け
る
本
覚
思
想

に
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
と
最
澄
の
思
想
と
の
関
連
を
直
接
見
出
し
に
く
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
本
覚
思
想
の
伸
展
の
契
機
は
、
円
仁
・
円
珍
か
ら

安
然
へ
と
続
く
日
本
天
台
の
密
教
化
と
関
連
づ
け
て
考
え
た
方
が
理
解
し
や
す

（
２
）

い
。
と
す
れ
ば
、
最
澄
の
密
教
理
解
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
が
重
要
な
点
と

な
ろ
う
が
、
空
海
と
の
交
流
が
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
、
著
作
の
面
で
は
わ
ず
か

に
密
教
事
相
に
関
す
る
小
部
が
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
思
想
の
観
点
か
ら
い
か
に
し
て
最
澄
を

日
本
天
台
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

小
論
は
、
最
澄
の
思
想
に
後
の
本
覚
思
想
の
展
開
を
可
能
に
す
る
教
説
が
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
思
想
面
か
ら
日
本
天
台
の
祖
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
覚
思
想
の
伸
展
の
契
機
が
直
接
に
は

天
台
の
密
教
化
に
あ
る
と
し
て
も
、
密
教
思
想
の
受
容
を
可
能
に
す
る
教
説
が

天
台
思
想
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
密
教
化
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
可
能

に
し
た
天
台
教
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
小
論
の
課
題
で
あ
る
。

そ
れ
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
最
澄
の
仏
性
論
を
と
り
あ
げ
る
．
一
切
皆
成

新

川

五

六哲
雄



思
想
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
主
張
し
得
る
根
拠
は
悉
有
と
さ
れ
る
仏
性
で
あ
る
。

最
澄
の
著
作
に
お
い
て
は
本
覚
が
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
な
い
代
り
に
、
仏
性
論

は
一
乗
三
乗
権
実
論
争
に
お
け
る
中
心
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
仏
性
論
か

ら
最
澄
の
仏
性
理
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
に
本
覚
思
想
が
展
開
さ
れ

る
契
機
と
な
る
教
理
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
天
台
宗
等
に
お
け
る
草
木
成
仏
思
想
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に

（
旬
Ｊ
）

少
し
論
じ
て
き
て
い
る
が
、
小
論
は
草
木
成
仏
思
想
成
立
の
契
機
を
探
る
試
み

の
一
つ
で
あ
る
。

最
澄
の
仏
性
論
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
ま
ず
と
り
あ
げ
る
の
が
『
守
護
国

界
章
』
に
み
る
仏
性
論
争
で
あ
る
。
本
書
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
の
成
立

で
、
法
相
宗
の
徳
一
と
の
間
で
な
さ
れ
た
一
乗
三
乗
権
実
論
争
の
所
産
で
あ

る
。
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
最
澄
が
天
台
宗
を
大
い
に
宣
揚
し
よ
う
と
し
て
著

し
た
『
依
愚
天
台
宗
』
は
、
同
年
六
月
興
福
寺
で
法
相
宗
の
僧
と
対
論
し
天
台

宗
の
奥
義
が
法
相
宗
に
秀
で
る
こ
と
を
主
張
し
た
結
果
、
そ
の
論
証
の
た
め
に

中
国
に
お
け
る
天
台
宗
評
価
を
集
め
て
編
述
さ
れ
た
こ
と
が
序
の
次
の
記
述
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

天
台
伝
法
者
。
諸
宗
明
鏡
也
。
陳
晴
以
降
。
興
唐
已
前
。
人
則
歴
代
称
為
二

大
師
一
。
法
則
諸
宗
以
為
二
證
拠
一
実
。
（
中
略
）
我
日
本
天
下
。
円
機
已
熟
。

円
教
遂
興
。
此
間
後
生
。
各
執
二
自
宗
一
。
偏
破
二
妙
法
一
。
或
云
。
天
台
所
立

四
教
。
可
二
外
道
説
一
・
或
云
。
新
羅
大
唐
所
レ
咲
疏
也
。
今
為
し
明
二
定
所
レ
咲

（
Ａ
ｌ
）

多
少
一
。
且
集
二
諸
宗
依
愚
一
。
以
為
二
後
代
亀
鏡
一
也
。

こ
の
言
に
他
宗
に
対
す
る
天
台
優
位
の
主
張
を
ゑ
て
と
る
の
は
容
易
で
あ

2

る
。
一
乗
三
乗
権
実
論
争
は
、
こ
の
著
作
に
対
し
当
時
会
津
に
い
た
徳
一
が

『
仏
性
抄
』
を
著
し
天
台
宗
を
批
判
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
最
澄
は
そ
れ

に
対
し
『
照
権
実
鏡
』
（
弘
仁
八
年
）
を
著
し
て
反
論
し
法
華
一
乗
真
実
を
主

張
、
そ
れ
に
徳
一
が
『
中
辺
義
鏡
』
を
以
て
再
反
論
す
る
と
い
う
よ
う
に
論
争

が
続
け
ら
れ
、
『
法
華
秀
句
』
（
弘
仁
十
二
年
）
に
よ
っ
て
一
応
の
決
着
を
承

る
。

『
守
護
国
界
章
』
は
『
中
辺
義
鏡
』
に
対
す
る
反
論
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
、
徳
一
と
の
論
争
に
お
け
る
中
心
的
著
作
で
あ
る
。
全
九
巻
か
ら
な
る

大
部
の
書
だ
が
上
中
下
三
巻
に
大
別
さ
れ
、
上
巻
は
主
に
教
相
判
釈
論
と
天
台

止
観
論
を
、
中
巻
は
主
に
法
華
経
論
を
中
心
に
三
一
権
実
の
問
題
を
論
述
、
下

巻
は
仏
性
論
争
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
を
承
る
こ
と
に
よ
り
、
最
澄
・

徳
一
間
の
論
争
が
要
す
る
に
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
・
一
切
皆
成
を
認
め
る
か
否

か
、
徳
一
の
立
場
で
い
え
ば
五
性
各
別
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
一
は
最
澄
説
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

有
執
一
切
有
情
。
皆
悉
成
仏
。
無
二
一
不
彦
成
。
何
以
故
。
一
切
有
情
。
以
三

皆
有
二
真
如
理
性
及
阿
頼
耶
識
一
故
。
叉
浬
藥
。
云
下
一
切
衆
生
。
悉
有
二
仏

性
一
・
凡
有
し
心
者
。
悉
皆
当
占
得
二
阿
褥
菩
提
一
故
。
叉
云
二
非
仏
性
者
。
所
し

謂
惜
壁
瓦
礫
非
情
之
物
一
故
。
献
私
教
理
。
一
切
悉
皆
。
有
二
仏
種
性
。

皆
当
二
成
仏
一
。
已
上
似
二
宝
公
詞
一
。

こ
れ
に
対
し
、
徳
一
は
最
澄
の
説
が
教
理
に
違
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
の

教
理
と
は
善
戒
経
の
文
、
無
種
性
の
補
特
伽
羅
は
種
性
が
な
い
か
ら
発
心
修
行

し
て
も
阿
褥
菩
提
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
文
で
、
徳
一
は
そ
れ
を
「
有
無
性
有

．
（
、
屍
）
１
Ａ
）

情
不
成
仏
」
の
證
文
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
澄
・
徳
一
と
も
に
経
論

を
證
と
し
て
自
説
を
た
て
他
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

五
七



た
と
え
ば
、
無
性
有
情
が
た
と
え
発
心
修
行
し
て
も
成
仏
で
き
な
い
と
す
る

徳
一
の
重
要
な
論
拠
と
し
て
、
『
域
伽
論
』
第
六
十
七
の
「
住
無
種
性
補
特
伽

（
面
Ｄ
の
色
）

羅
○
是
名
畢
寛
無
般
浬
藥
法
」
の
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
最
澄
は

次
の
よ
う
に
論
破
す
る
。

彼
域
伽
所
レ
出
。
砒
曇
薩
婆
多
等
計
。
約
二
声
聞
地
一
。
決
二
択
小
義
一
。
彼
三

乗
教
。
未
し
洗
二
小
義
一
。
帯
し
小
説
ｒ
大
。
其
職
伽
論
中
。
多
有
二
小
乗
義
一
。

（
中
略
）
今
天
親
菩
薩
。
於
二
其
五
難
六
答
上
一
・
更
立
二
六
難
一
破
二
小
乗
一
。

（
中
略
）
汝
所
し
執
無
性
薩
婆
多
小
義
。
非
二
弥
勒
大
義
一
。
天
親
菩
薩
。
天

（
ｎ
ｐ
ｑ
Ｊ
）

竺
決
了
。

す
な
わ
ち
、
徳
一
の
挙
げ
る
『
聡
伽
論
』
の
個
所
は
、
同
書
が
挙
げ
て
い
る
小

乗
の
薩
婆
多
の
説
で
、
法
相
宗
の
淵
源
た
る
弥
勒
の
説
い
た
大
乗
の
義
で
は
な

く
、
そ
れ
は
す
で
に
イ
ン
ド
に
お
い
て
や
は
り
法
相
の
淵
源
た
る
天
親
（
世

親
）
が
非
大
乗
説
で
あ
る
と
決
し
て
い
る
と
最
澄
は
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
徳

一
が
自
宗
の
聖
典
解
釈
を
謬
っ
て
い
る
と
す
る
論
破
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
経
論
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
最

澄
は
徳
一
が
挙
げ
た
無
種
性
補
特
伽
羅
を
説
い
た
先
の
善
戒
経
の
文
に
つ
い
て

も
、
同
経
中
に
そ
の
文
が
な
い
事
を
指
摘
し
、
徳
一
が
経
文
に
あ
た
ら
ず
古
章

の
偽
の
ま
ま
に
後
学
を
証
か
し
て
い
る
と
、
そ
の
経
證
の
挙
げ
方
を
非
難
し
た

（
Ｂ
４
）

上
で
、
善
戒
経
に
云
う
無
種
性
は
客
性
で
あ
っ
て
本
性
で
は
な
い
こ
と
、
同
経

の
云
う
本
性
と
は
「
無
始
無
終
。
法
性
自
爾
」
つ
ま
り
不
変
法
性
で
あ
り
、
そ

（
Ｂ
５
）

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
悉
有
仏
性
を
説
き
得
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
天
台
宗
の
所
説
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
天
台
正
義
。
云
方
便
之
故
。
説
二
三
乗
教
一
・
暫
成
不
成
。
故
法
華
云
。

除
仏
方
便
説
。
叉
真
実
之
故
。
説
二
唯
一
乗
一
・
五
性
皆
成
。
故
法
華
云
。

若
有
聞
法
者
。
無
一
不
成
仏
。
叉
云
。
声
聞
若
菩
薩
。
聞
我
所
説
法
。
乃
至

於
一
偶
。
皆
成
仏
無
疑
。
莫
レ
言
二
不
定
声
聞
。
不
定
性
菩
薩
一
。
本
経
。
釈

（
耐
、
Ｒ
ｕ
）

論
。
無
一
不
定
別
判
一
故
。

す
な
わ
ち
天
台
法
華
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
衆
生
の
成
不
成
を
説
く
の
は
権
教

方
便
説
で
あ
り
、
法
華
の
よ
う
な
実
教
に
立
て
ば
一
仏
乗
と
し
て
五
性
の
別
な

く
悉
皆
成
仏
せ
ざ
る
も
の
な
し
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。
徳
一
の
三
乗
家
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
成
不
成
の
別
は
五
性
の
各
別
に
あ
り
、
そ
の
五
性
各
別
説
は

『
域
伽
論
』
の
所
説
な
の
で
あ
る
が
、
最
澄
は
同
論
や
樗
伽
経
の
文
を
引
用
し

（
Ｂ
７
）

て
、
徳
一
の
引
用
文
が
同
論
中
に
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
の
説
が
『
琉
伽
論
』

の
誤
読
に
も
と
づ
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
上
で
、

或
経
論
中
。
説
三
趣
寂
二
乗
。
及
畢
寛
無
性
。
終
不
二
成
仏
一
者
。
機
根
未
し

熟
故
。
説
時
未
し
至
故
。
約
し
位
各
一
故
。
終
不
二
成
仏
一
。
非
し
謂
二
永
永
畢
寛

（
Ｂ
８
）

不
ワ
成
。

と
無
性
有
情
の
成
仏
を
説
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
徳
一
は
浬
梁
経
の
．
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
凡
有
心
者
。
悉

皆
当
得
阿
褥
菩
提
」
の
文
中
、
前
半
は
一
切
の
有
性
無
性
に
遍
有
す
る
理
仏
性

に
つ
い
て
明
か
し
、
後
半
は
行
仏
性
を
も
つ
有
情
の
成
仏
を
明
か
し
て
い
る
と

（
Ｂ
９
）

説
く
。
つ
ま
り
最
澄
の
い
う
悉
有
の
仏
性
は
真
如
理
性
の
仏
性
で
あ
っ
て
、
修

行
に
よ
り
顕
現
す
る
行
仏
性
は
悉
皆
で
は
な
く
「
或
有
情
。
是
有
行
仏
性
。
或

（
Ｂ
Ⅲ
）

有
情
。
是
無
行
仏
性
」
と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
い
う
無
行
仏
性
有
情
を
無
種
性

と
す
る
の
が
徳
一
の
立
場
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
か
な
り
無
理
な
浬
藥
経

の
解
釈
に
よ
っ
て
理
仏
性
を
立
て
て
悉
有
仏
性
を
承
認
し
た
上
で
、
行
仏
性
の

有
無
に
よ
っ
て
五
性
各
別
説
を
救
わ
ん
と
す
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
徳
一
と
最

澄
の
仏
性
理
解
ひ
い
て
は
真
如
理
解
が
論
争
の
焦
点
に
あ
る
こ
と
を
知
る
。

五
八



こ
こ
で
徳
一
が
論
拠
と
し
た
理
仏
性
行
仏
性
説
は
、
中
国
法
相
宗
初
祖
窺
基

に
よ
る
も
の
で
、
彼
は
そ
れ
を
う
け
て
先
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
最

澄
に
と
っ
て
も
こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
っ
た
と
み
え
て
、
『
守
護
国
界
章
』
後

に
成
立
し
た
『
決
権
実
論
』
に
お
い
て
、
全
二
十
章
の
内
の
一
章
を
さ
い
て
理

仏
性
行
仏
性
説
に
対
し
反
論
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
有
性
無
性
の
別
に
成
不
成

が
あ
る
か
と
い
う
最
澄
の
問
に
、
徳
一
が
有
性
成
仏
無
性
不
成
仏
を
答
え
る
。

そ
こ
で
最
澄
が
大
円
覚
修
多
羅
了
義
経
に
有
性
無
性
皆
成
仏
道
と
あ
る
の
に
違

う
と
難
じ
た
時
、
こ
こ
で
も
徳
一
は
「
彼
経
約
真
如
仏
性
」
と
し
「
不
拠
行
仏

（
（
●
〉
１
Ｌ
）

性
説
」
と
断
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
一
味
平
等
の
理
仏
性
が
無
差
別
の
義
を

あ
ら
わ
し
行
仏
性
が
差
別
の
義
を
あ
ら
わ
す
と
し
、
も
し
理
仏
性
の
観
点
に
立

つ
な
ら
自
分
も
そ
れ
を
承
認
し
乖
靜
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
自
分
は
「
唯
拠
二

（
戸
）
○
必
）

行
仏
性
一
簡
二
成
不
成
一
也
」
と
す
る
立
場
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
最
澄
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

若
言
下
有
性
無
性
。
難
し
拠
二
行
性
一
。
然
皆
成
仏
道
言
。
約
中
真
如
仏
性
上
者
。

能
成
有
無
人
。
真
如
仏
性
故
。
応
し
得
二
当
成
仏
一
。
天
親
仏
性
論
。
説
三
真
如

（
《
）
Ｑ
Ｊ
）

仏
性
名
二
応
得
因
一
。
故
具
二
三
仏
性
一
。

も
し
有
性
無
性
の
差
別
は
行
仏
性
に
よ
り
、
皆
成
仏
の
言
は
真
如
仏
性
に
よ
る

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
有
性
無
性
の
別
な
く
真
如
仏
性
を
有
す
る
が
故
に
ま
さ

に
成
仏
で
き
る
。
何
故
な
ら
天
親
の
仏
性
論
に
真
如
仏
性
が
応
得
因
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
故
三
仏
性
を
具
え
て
い
る
と
さ
れ
る
か
ら
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
天
親
の
論
説
を
引
い
て
徳
一
の
立
場
を
足
許
か
ら
揺
が
す
の
で
あ
る
。

こ
の
真
如
応
得
因
と
す
る
天
親
説
は
、
最
澄
が
よ
く
自
説
の
論
拠
と
し
て
挙

げ
て
お
り
、
『
守
護
国
界
章
』
で
も
真
如
理
性
の
悉
有
故
に
皆
成
仏
と
す
る
最

澄
説
を
、
徳
一
が
「
真
如
非
因
」
だ
か
ら
不
成
仏
と
否
定
し
た
の
に
対
し
、
最

澄
は
も
し
真
如
非
因
と
説
く
な
ら
天
親
の
論
に
違
う
と
批
判
し
、
コ
ー
空
所
顕

（
Ｂ
皿
）

真
如
。
為
二
応
得
因
一
」
と
い
う
文
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
時
、
問
題
は
真
如
応
得
因
が
行
仏
性
に
あ
た
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
当
然
の
よ
う
に
徳
一
は
そ
れ
が
行
仏
性
で
あ
る
と
せ
ず
、
覚
知
性
を
と

り
あ
げ
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
徳
一
は
行
仏
性
の
問

題
を
、
真
如
に
覚
知
性
が
あ
る
か
否
か
の
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
彼

は
無
性
不
成
仏
が
非
情
不
成
仏
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
非
情

不
成
仏
の
問
題
を
い
き
な
り
議
論
の
中
に
持
ち
こ
ん
で
く
る
。

非
仏
性
者
。
所
し
謂
摘
壁
瓦
礫
。
非
情
之
物
者
。
此
非
二
誠
證
一
。
理
性
遍

故
。
通
二
有
無
情
一
。
一
切
有
情
。
同
名
二
仏
性
一
。
此
有
情
辺
真
如
。
同
有
二

覚
智
性
一
。
故
皆
名
二
仏
性
一
。
非
情
辺
真
如
。
無
二
覚
智
性
一
。
故
非
し
名
二
仏

（
Ｂ
皿
）

性
一
。

徳
一
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
無
性
も
非
情
と
同
じ
く
覚
智
性
が
な
い
つ
ま
り
行

仏
性
が
な
い
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
最
澄
は
徳
一
の
意
図
を
見

ぬ
い
て
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

若
言
三
摘
壁
瓦
礫
。
非
情
之
物
。
永
非
二
仏
性
一
者
。
即
為
三
心
外
有
二
色
等

法
一
。
深
遠
二
唯
心
大
乗
理
教
一
。
若
言
下
有
情
辺
真
如
。
同
有
二
覚
智
性
一
。

故
皆
名
中
仏
性
上
者
。
真
如
遍
故
。
覚
智
之
性
。
無
性
可
レ
遍
・
其
畢
寛
無

性
。
豈
非
二
有
情
一
。
叉
皆
名
仏
性
言
。
不
し
簡
二
無
種
性
有
情
辺
真
如
一
。
対
二

（
Ｂ
週
）

非
情
辺
一
故
。

も
し
、
非
情
を
永
く
仏
性
に
あ
ら
ず
と
し
て
し
ま
え
ば
、
大
乗
の
教
理
心
外
無

別
法
に
そ
む
き
心
外
に
色
等
の
法
あ
る
と
す
る
立
場
に
な
る
。
ま
た
有
情
の
真

如
が
覚
智
性
あ
る
故
に
仏
性
と
名
く
と
い
う
の
な
ら
、
真
如
は
通
遍
す
る
故
に

覚
智
性
は
無
性
に
も
有
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
畢
寛
無
性
と
い
え
ど
有
情
で
は
な

五
九



い
か
、
と
徳
一
が
無
性
を
非
情
に
ひ
き
つ
け
て
不
成
仏
を
説
か
ん
と
す
る
態
度

を
否
定
し
、
皆
仏
性
と
名
け
る
の
は
無
性
有
情
の
真
如
で
は
な
く
非
情
の
真
如

を
念
頭
に
お
い
て
の
言
だ
と
し
て
、
非
情
有
仏
性
へ
の
道
を
開
く
か
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
悉
有
仏
性
一
切
皆
成
を
真
如
の
問
題
と
す
る
時
、
そ
れ
は
真
如

の
覚
智
性
を
問
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
先
に
み
た
『
決
権
実

論
』
に
お
い
て
最
澄
が
円
覚
経
の
「
有
性
無
性
皆
成
仏
道
」
の
文
を
挙
げ
て
反

論
し
た
時
、
徳
一
は
覚
智
性
を
有
性
有
情
の
真
如
に
認
め
る
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
理
と
し
て
は
無
性
有
情
の
真
如
に
も
覚
智
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

彼
経
約
二
真
如
仏
性
一
。
而
説
二
有
性
無
性
皆
成
仏
道
一
・
不
下
拠
二
行
仏
性
一

説
と
。
此
復
云
何
。
一
切
有
情
。
真
如
理
性
。
同
有
二
覚
智
性
一
。
故
有
性
無

性
。
皆
成
二
仏
謨
い
）
有
性
有
情
真
如
。
即
無
性
有
情
真
如
。
同
成
二
就
覚
智

性
一
。
皆
成
二
仏
道
一
。

真
如
理
性
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
有
性
有
情
の
真
如
も
無
性
有
情
の
真
如
も
全

く
差
別
が
な
い
。
そ
こ
で
有
性
真
如
に
覚
智
性
を
認
め
れ
ば
、
無
性
真
如
の
有

覚
智
性
は
必
然
な
の
で
あ
る
。
不
変
真
如
を
説
く
徳
一
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
五

性
各
別
説
を
危
う
く
す
る
発
言
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
以
上
、
徳
一

は
先
の
円
覚
経
の
文
が
理
仏
性
に
よ
っ
て
お
り
、
行
仏
性
か
ら
す
れ
ば
無
性
不

成
仏
と
主
張
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
真
如
に
覚
智
性
を
認
め
て
し
ま
え

ば
、
理
仏
性
と
行
仏
性
の
差
別
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
り
、
五
性
各
別
を
主
張

（
〃
詮
）

す
る
こ
と
も
困
難
と
な
る
。

こ
こ
に
至
り
、
非
情
成
不
成
の
問
題
は
お
く
と
し
て
も
、
有
性
無
性
の
成
不

成
に
関
す
る
論
争
に
、
あ
る
決
着
の
方
向
を
見
出
し
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

最
澄
が
徳
一
と
の
仏
性
論
争
を
前
節
で
承
た
よ
う
に
展
開
し
得
た
の
は
、
彼

が
す
で
に
イ
ン
ド
や
中
国
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
仏
性
論
争
に
つ
い
て
充
分

な
知
識
を
も
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
最
澄
は
、
そ
れ
を
死
の
前
年
に
著
し
徳

一
と
の
論
争
に
決
着
を
つ
け
た
『
法
華
秀
句
』
中
巻
で
自
ら
明
ら
か
に
し
て
い

ブ
（
》
Ｏ

『
法
華
秀
句
』
三
巻
は
法
華
経
最
勝
を
強
く
主
張
せ
ん
と
す
る
著
作
で
、
上

巻
は
徳
一
の
法
華
権
教
説
を
破
し
て
法
華
実
教
を
説
き
、
下
巻
は
法
華
十
勝
の

第
二
か
ら
第
十
ま
で
明
か
し
て
内
容
的
に
上
巻
に
連
続
し
て
い
る
の
に
対
し
、

中
巻
は
独
立
し
た
内
容
を
も
っ
て
上
下
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
ま

た
上
巻
の
承
が
徳
一
の
法
華
経
論
難
へ
の
対
破
と
な
っ
て
お
り
、
論
争
に
決
着

を
つ
け
て
法
華
経
の
真
実
最
勝
を
顕
し
た
後
に
、
そ
の
論
争
の
淵
源
を
天
竺
か

ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
の
が
中
巻
の
意
義
で
あ
ろ
う
。
中
巻
に
は
上
下
巻
と

は
別
に
「
決
択
仏
性
護
咽
喉
」
の
題
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
巻
目
次
に
は
、
初
め
に
天
竺
仏
性
讓
を
明
か
し
、
次
に
大
唐
仏
性
諄
を
示

し
、
後
に
日
本
仏
性
靜
を
辨
ず
と
あ
る
が
、
最
後
の
日
本
仏
性
評
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
初
め
の
天
竺
仏
性
靜
は
小
乗
課
と
大
乗
課
に
分
け
ら
れ
、
次
の
大
唐

で
あ
ろ
う
。
覚
智
性
を
無
性
に
も
認
め
た
先
の
徳
一
の
文
を
う
け
て
、
最
澄
は

次
の
よ
う
に
切
り
か
え
す
。

今
此
円
覚
経
。
有
性
無
性
言
。
為
二
理
有
無
一
。
為
二
行
性
有
無
一
。
若
言
二
理

性
一
者
。
有
二
自
語
相
違
一
。
汝
許
二
真
如
性
覚
知
共
有
一
故
。
無
二
有
性
有
情
無

性
一
哉
。
若
言
二
行
性
一
者
。
亦
自
語
相
違
。
汝
云
下
彼
経
約
二
真
如
仏
性
一
・
而

（
（
一
』
Ｅ
⑩
）

説
二
有
性
無
性
皆
成
仏
道
一
。
不
中
拠
二
行
仏
性
一
説
上
故
。
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仏
性
靜
も
古
説
と
新
義
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
順
に
中
巻
の
記
述
を
追

え
ば
、
最
澄
の
思
い
描
い
て
い
た
イ
ン
ド
中
国
仏
性
論
争
史
を
概
観
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
最
澄
の
仏
性
理
解
を
導
い
た
仏
教
教
説
を
明
か

す
こ
と
の
一
端
と
な
ろ
う
。

ま
ず
天
竺
仏
性
靜
の
小
乗
課
に
お
い
て
、
『
琉
伽
論
』
と
そ
の
註
『
道
倫
記
』

が
あ
げ
ら
れ
、
小
乗
の
分
別
部
と
薩
婆
多
部
の
問
答
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
論

点
は
浬
藥
を
得
る
こ
と
の
有
無
つ
ま
り
成
不
成
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
り
、
無
浬
藥

性
の
者
が
浬
藥
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
説
く
薩
婆
多
部
に
対
し
、
分
別
部
が
問

を
発
し
て
疑
点
を
糺
さ
ん
と
す
る
。
答
は
一
貫
し
て
無
般
浬
藥
種
性
（
無
浬
樂

性
・
無
種
性
）
が
有
浬
藥
性
の
衆
生
と
異
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

夫
域
伽
論
者
通
二
三
乗
教
一
。
其
十
七
地
中
有
二
声
聞
地
一
。
今
此
五
番
難
答
。

声
聞
地
決
択
。
不
二
是
大
乗
正
義
一
。
其
難
問
者
。
是
分
別
部
。
其
詰
通
答

（
Ｄ
１
）

者
。
是
薩
婆
多
。
説
一
一
小
乗
義
一
。
故
詰
二
分
別
部
難
一
・
建
一
薩
婆
多
義
一
。

こ
れ
を
う
け
最
澄
は
小
乗
靜
を
次
の
よ
う
に
く
く
る
。

明
知
。
建
一
畢
寛
無
性
一
。
小
乗
不
了
義
。
不
一
（
肱
堺
了
義
一
。
是
故
。
天
親
菩

薩
。
造
二
仏
性
論
一
。
破
二
小
乗
執
一
。
建
二
大
乗
義
一
。

そ
の
大
乗
義
を
明
か
す
た
め
に
、
最
澄
は
天
竺
大
乗
仏
性
靜
に
つ
い
て
天
親

の
『
仏
性
論
』
と
慧
讃
の
『
仏
性
論
疏
』
を
挙
げ
て
説
い
て
い
る
。
ま
ず
『
仏
性

（
Ｄ
２
）

論
』
の
文
を
う
け
て
「
当
知
。
有
性
無
性
靜
基
。
天
竺
小
乗
」
と
断
じ
、
天
親

の
破
小
乗
執
の
論
を
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
親
は
「
汝
立
下
犯

（
Ｄ
３
）

重
一
閻
提
人
。
無
し
有
二
仏
性
一
。
永
不
歩
得
二
浬
梁
一
。
亦
有
二
二
失
一
。
」
と
し
て

泰
過
過
失
と
不
及
過
失
を
挙
げ
て
い
る
。

衆
生
本
以
二
我
見
無
明
一
為
二
凡
夫
法
一
。
尋
二
此
無
明
一
。
由
し
違
二
人
空
一
故
起
。

既
起
二
無
明
一
。
故
有
二
業
報
一
。
若
不
レ
違
二
人
空
一
。
則
無
二
無
明
業
報
一
。
既

無
二
無
明
業
報
等
三
輪
一
・
若
爾
。
応
三
是
聖
人
作
二
於
凡
夫
一
・
若
謂
三
衆
生
無
二

（
Ｄ
４
）

仏
性
一
者
。
但
聖
為
し
凡
。
無
二
凡
得
ワ
聖
。

衆
生
の
衆
生
た
る
本
は
我
見
無
明
で
あ
り
、
人
空
を
悟
ら
ぬ
こ
と
に
よ
り
無
明

は
生
起
す
る
。
そ
の
果
と
し
て
業
報
を
得
る
、
そ
れ
が
凡
夫
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
人
空
を
悟
れ
ば
無
明
の
業
報
は
生
起
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

聖
人
で
さ
え
無
明
が
起
れ
ば
凡
夫
と
な
る
。
だ
か
ら
、
衆
生
に
仏
性
が
な
く
成

仏
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
、
聖
人
は
凡
夫
に
は
な
れ
て
も
凡
夫
は
聖
人
に
は
な

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
泰
過
の
過
失
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

不
及
の
過
失
は
、
も
し
無
仏
性
の
衆
生
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
衆
生
に
空

性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
無
明
も
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
果

と
し
て
業
報
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
い
か
に
し
て
衆
生
が
あ
る
こ
と

（
Ｄ
５
）

に
な
る
の
か
。
衆
生
あ
れ
ば
必
ず
業
報
あ
り
、
業
報
あ
れ
ば
必
ず
無
明
あ
り
、

無
明
あ
れ
ば
必
ず
空
性
あ
る
が
故
に
、
衆
生
に
は
必
ず
仏
性
が
あ
っ
て
成
仏
し

得
る
と
天
親
は
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
無
明
あ
る
と
こ
ろ
必
ず
仏
性
あ
り
と
す
る
説
は
、
次
の
文
に
よ
っ
て
も

知
ら
れ
る
。

若
憎
二
背
大
乗
一
者
。
此
法
是
一
閨
提
因
。
為
し
令
下
衆
生
捨
中
此
法
上
故
。
若

随
二
一
閨
提
因
一
。
於
二
長
時
中
一
・
輪
転
不
し
減
。
以
二
是
義
一
故
。
経
作
二
是

説
一
。
若
依
二
道
理
一
。
一
切
衆
生
。
皆
悉
本
有
二
清
浄
仏
性
一
。
若
永
不
し
得
二

（
Ｄ
６
）

般
浬
梁
一
者
。
無
し
有
二
是
処
一
。
是
故
。
仏
性
決
定
本
有
。
離
し
有
離
レ
無
故
。

こ
の
よ
う
に
悉
有
仏
性
を
説
く
『
仏
性
論
』
を
、
最
澄
は
一
乗
の
通
論
と
評

（
Ｄ
７
）

し
、
同
書
の
中
で
天
親
が
大
乗
の
義
に
よ
っ
て
真
如
性
を
立
て
て
悉
有
仏
性
の

義
を
顕
わ
し
薩
婆
多
部
の
無
性
説
を
破
し
て
お
り
、
そ
の
論
破
が
鋭
い
た
め
に

所
破
さ
れ
た
小
乗
部
は
ど
う
し
て
存
立
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
評
し
て
い

一
ハ
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（
Ｄ
８
）

る
。
そ
の
上
で
、
仏
が
悉
有
仏
性
を
説
い
た
因
縁
を
明
か
す
天
親
の
所
説
を

『
仏
性
論
』
第
一
か
ら
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
所
説
の
因
縁
は
五
重
過

（
Ｄ
９
）

失
を
除
き
五
種
功
徳
を
生
ぜ
し
め
ん
が
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
五
種
過
失
は
下

劣
心
・
下
品
の
人
を
慢
ず
る
・
虚
妄
の
執
・
真
実
法
の
誹
誇
・
我
執
で
あ
り
、

五
種
功
徳
は
正
勤
心
・
恭
敬
事
・
般
若
・
闇
那
・
大
悲
で
あ
る
。
そ
の
五
過
失

の
除
滅
は
そ
の
ま
ま
五
功
徳
の
生
起
で
あ
り
「
由
二
大
悲
心
慈
念
平
等
一
故
。

（
Ｄ
、
）

翻
二
我
執
一
。
翻
二
我
執
一
者
。
由
二
仏
性
一
故
」
に
、
仏
は
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
を

説
い
た
と
、
天
親
は
そ
の
由
縁
を
明
か
す
の
で
あ
る
。

天
竺
仏
性
讓
の
最
後
は
、
「
仏
性
論
』
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
堅
意
の
『
究
寛
一

（
Ｄ
ｕ
）

乗
宝
性
論
』
に
も
同
意
の
説
が
あ
る
と
指
摘
し
天
竺
の
正
義
は
そ
れ
故
悉
有

（
Ｄ
池
）

仏
性
で
あ
る
こ
と
、
権
大
乗
に
は
い
ま
だ
悉
有
仏
性
を
立
て
な
い
こ
と
を
最
澄

は
主
張
し
て
い
る
。

次
に
大
唐
仏
性
靜
の
古
説
に
お
い
て
は
、
ま
ず
献
誠
の
『
浬
樂
玄
談
』
に
よ

っ
て
、
羅
什
門
下
道
生
の
衆
生
悉
有
仏
性
説
と
同
門
の
智
勝
の
一
閨
提
不
成
仏

説
と
の
対
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
道
生
は
浬
樂
経
を
知
る
以
前
よ
り
悉
有
説
を

な
し
て
い
た
た
め
経
證
を
挙
げ
得
な
か
っ
た
が
、
論
争
に
負
け
る
こ
と
な
く
、

や
が
て
浬
梁
経
が
伝
え
ら
れ
て
道
生
説
の
正
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
以
後
悉

（
Ｄ
田
）

有
仏
性
説
が
一
般
に
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

唐
代
に
入
っ
て
、
玄
奨
が
多
く
の
仏
典
を
も
た
ら
し
新
訳
を
紹
介
す
る
に
至

り
、
中
国
の
仏
性
論
争
は
新
段
階
を
む
か
え
る
。
す
な
わ
ち
玄
奨
が
『
輸
伽

論
』
に
依
拠
し
て
理
仏
性
の
立
場
を
斥
け
、
行
仏
性
の
立
場
で
無
性
有
情
の
存

在
を
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
悉
有
仏
性
説
に
立
つ
霊
潤
が
十
四
門
義
を
立

て
て
玄
葵
を
批
判
。
こ
れ
を
う
け
て
玄
美
門
下
神
防
が
『
種
性
差
別
集
』
三
巻

を
著
し
、
同
門
神
泰
が
『
一
巻
章
』
を
著
し
て
霊
潤
を
批
判
し
無
性
不
成
仏
を

主
張
。
そ
れ
に
対
し
、
新
羅
の
義
栄
は
ヨ
巻
章
』
を
著
し
神
泰
を
批
判
、
悉

有
仏
性
説
を
立
て
る
。
次
い
で
玄
美
門
下
法
宝
が
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
六
巻

を
著
し
悉
有
説
に
立
つ
と
、
同
門
窺
基
の
弟
子
慧
沼
が
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』

（
Ｅ
Ｊ
）

を
も
っ
て
法
宝
に
反
論
す
る
。

以
上
の
経
過
の
う
ち
最
澄
は
ま
ず
霊
潤
を
と
り
あ
げ
、
彼
が
華
厳
経
の
文
を

引
い
て
「
無
有
一
分
無
性
衆
生
」
を
云
い
、
無
上
依
経
の
文
を
引
き
「
如
来
界

即
衆
生
界
」
を
説
き
、
ま
た
浬
藥
経
の
文
に
よ
り
悉
有
仏
性
を
説
く
こ
と
を
明

（
Ｄ
Ｍ
）

か
し
て
い
る
。
霊
潤
の
経
證
は
他
に
勝
鬘
経
・
樗
伽
経
も
あ
る
が
、
中
心
は
や

は
り
浬
藥
経
の
文
で
あ
り
、
第
三
十
六
等
を
引
い
て
「
仏
性
者
是
最
極
平
等
摂

（
Ｄ
鴫
）

一
切
衆
生
一
切
法
尽
」
と
し
、
そ
れ
を
仏
の
承
よ
く
知
る
と
断
じ
て
い
る
。
ま

た
論
書
と
し
て
は
堅
意
の
『
宝
性
論
』
を
挙
げ
、
そ
の
文
が

就
↓
一
第
一
義
諦
一
。
解
二
衆
生
義
一
。
諸
仏
法
身
。
如
来
蔵
。
衆
生
界
。
第
一
義

（
Ｄ
胴
）

諦
。
体
一
名
異
。
是
故
。
不
し
得
二
決
定
執
杉
有
二
無
仏
性
衆
生
一
。

を
明
か
し
て
い
る
と
説
き
、
ま
た
同
論
の
偶
が
如
来
法
身
の
一
切
諸
衆
生
の
身

へ
の
遍
在
・
如
来
の
真
如
の
無
差
別
・
一
切
衆
生
の
悉
有
真
如
仏
性
の
三
義
を

（
Ｄ
Ⅳ
）

明
か
し
て
い
る
と
論
じ
、
無
性
説
を
否
定
し
て
い
る
。

も
う
一
点
霊
潤
の
所
論
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
天
親
の
『
仏
性
論
』
の
三
因

三
種
仏
性
説
を
引
い
て
、

真
如
既
是
応
得
因
。
故
但
有
二
理
性
一
。
有
二
行
性
一
（
中
略
）
依
二
前
経
論
一
。
（
Ｄ
肥
）

明
二
理
行
二
性
一
・
雛
二
復
義
別
一
。
不
し
得
二
定
異
一
。
但
理
性
即
有
二
行
性
一
・

と
行
性
（
行
仏
性
）
の
悉
有
を
も
論
じ
て
、
無
行
性
の
衆
生
を
説
く
立
場
を
邪

執
非
正
義
と
断
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

次
い
で
最
澄
は
神
泰
の
『
一
巻
章
』
を
と
り
あ
げ
霊
潤
へ
の
反
論
を
紹
介
し

て
い
る
。
神
泰
は
無
性
説
に
立
っ
て
霊
潤
を
批
判
す
る
の
だ
が
、
そ
の
時
の
経

一
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證
も
霊
潤
同
様
浬
藥
経
が
中
心
で
あ
り
、
諭
書
と
し
て
は
『
職
伽
論
』
が
中
心

に
す
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
善
戒
経
・
榴
伽
経
を
引
き
『
大
荘
厳
論
』
を

（
Ｄ
四
）

あ
げ
て
無
行
性
閨
提
の
不
成
仏
を
説
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
う
け
て
最
澄
は
新
羅
の
義
栄
の
『
一
巻
章
』
を
と
り
あ
げ
、
神
泰
説

を
批
判
し
霊
潤
説
を
擁
護
す
る
所
論
を
紹
介
す
る
。
義
栄
は
初
め
に
霊
潤
・
神

泰
の
論
点
を
「
今
禅
師
呵
二
新
宗
一
違
二
浬
藥
経
一
。
新
宗
亦
呵
二
禅
師
一
連
二
浬
薬

（
Ｄ
”
）

経
一
」
と
明
か
し
て
い
る
。
新
宗
と
は
神
泰
の
立
場
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
両

者
は
互
い
に
相
手
を
浬
藥
経
の
文
に
違
背
し
て
い
る
と
批
判
し
あ
っ
て
い
る
と

し
、
決
着
は
や
は
り
浬
藥
経
の
文
の
解
釈
に
よ
る
し
か
な
い
と
断
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
義
栄
が
と
り
あ
げ
る
の
は
、
無
性
説
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
浬
藥
経

第
三
十
六
の
文
で
あ
る
。

又
如
二
浬
薬
三
十
六
云
一
。
善
男
子
。
若
説
三
一
切
衆
生
定
有
二
仏
性
一
。
是
人

名
為
し
誇
二
仏
法
僧
一
。
若
説
三
一
切
衆
生
定
無
二
仏
性
一
。
是
人
亦
名
レ
誇
二
仏
法

（
Ｄ
皿
）

僧
一
。
不
下
遮
レ
説
二
彼
一
分
有
性
。
一
分
無
性
一
。
名
穆
誇
一
一
三
宝
。

此
浬
藥
経
取
意
の
文
を
、
神
泰
は
五
種
性
あ
る
を
説
く
こ
と
分
明
と
す
る
の
だ

が
、
義
栄
は
そ
の
文
を
、

此
義
。
経
中
即
自
分
明
。
不
し
如
一
新
宗
一
人
無
性
。
一
人
有
性
一
・
即
就
｜
｜
一

（
Ｄ
皿
）

人
一
亦
得
レ
言
し
有
。
亦
得
レ
言
し
無
。

と
解
し
て
無
性
説
を
破
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
人
の
性
を
亦
無
亦
有

い
い
か
え
れ
ば
非
有
非
無
即
空
性
と
考
え
る
立
場
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
論
法
は
、
義
栄
の
所
論
の
他
の
個
所
に
お
い
て
無
性
説
を
破
す
時

に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
も
無
性
説
の
論
拠
と
し
て
よ
く
引
か
れ
る
浬
繋
経
の

文
、
若
有
説
言
覗
衆
生
仏
性
非
三
有
如
一
虚
空
一
。
非
三
無
如
二
兎
角
一
。
何
以
故
。
虚

空
常
故
。
兎
角
無
故
。
是
故
。
得
し
言
二
亦
有
亦
無
一
。
有
故
破
二
兎
角
一
・
無

（
Ｄ
”
）

故
破
中
虚
空
上
。
如
レ
是
説
者
。
不
し
誇
二
三
宝
一
。

こ
の
文
を
、
や
は
り
一
分
有
性
・
一
分
無
性
を
説
く
文
と
し
て
新
宗
が
解
す
る

こ
と
を
批
判
し
、
義
栄
は
経
の
意
が
一
分
の
有
無
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、
一

人
の
「
非
定
無
非
定
有
」
を
明
か
す
も
の
と
し
、
そ
の
論
拠
と
し
て
や
は
り
経

中
の
文
、
因
中
に
非
有
果
非
無
果
を
あ
げ
て
そ
れ
と
同
職
と
し
、
神
泰
の
解
釈

を
非
と
断
じ
て
い
る
。

（
Ｄ
”
）

義
栄
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
新
宗
所
説
理
帰
小
乗
」
の
で
あ
り
、
そ
う
な
っ

（
Ｄ
型
）

た
理
由
は
「
新
宗
諸
賢
。
近
捨
経
文
。
遠
拠
域
伽
」
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
し
か
も
新
宗
は
『
域
伽
論
』
に
依
拠
し
な
が
ら
『
琉
伽
論
』
を
知
ら
な
い

と
い
う
。
そ
れ
は
無
着
の
稟
け
天
親
の
述
ぶ
る
所
で
す
で
に
世
親
（
天
親
）

は
仏
が
小
乗
の
た
め
に
不
住
浬
藥
性
が
あ
る
と
説
い
た
の
だ
と
明
か
し
て
い

る
。
も
し
こ
の
世
親
の
言
を
信
じ
ら
れ
ぬ
の
な
ら
何
を
信
じ
る
と
い
う
の
か
。

（
り
あ
）

新
宗
の
徒
は
「
欲
信
域
伽
。
而
不
如
信
方
」
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
域
伽
論
』
所
依
の
新
宗
に
は
痛
烈
な
批
判
で
、

世
親
既
言
二
無
性
衆
生
。
是
小
乗
義
一
。
何
得
下
強
言
中
蹴
伽
論
中
。
説
歩
無
二
行

（
Ｄ
妬
）

性
一
・

と
難
じ
ら
れ
て
は
反
論
の
方
途
も
な
か
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
誤
読
の
結

果
、
新
宗
は
最
も
大
事
な
点
を
見
失
っ
て
い
る
と
義
栄
は
批
判
す
る
。
す
な
わ

ち
諸
仏
如
来
が
世
に
出
た
の
は
一
大
事
を
明
か
さ
ん
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
衆

生
を
し
て
大
乗
の
教
に
入
ら
し
め
ん
こ
と
で
あ
る
が
、
新
宗
は
固
く
三
乗
に
執

（
Ｄ
顔
）

し
て
仏
の
出
世
一
大
事
因
縁
を
知
ら
な
い
と
批
判
す
る
。

そ
の
上
で
、
義
栄
は
自
説
の
新
た
な
経
證
と
し
て
不
増
不
減
経
の
文
を
あ
げ

て
く
る
の
で
あ
る
。

一
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舎
利
弗
。
即
此
法
身
。
過
二
於
恒
沙
一
無
辺
煩
悩
所
し
糎
。
従
二
無
始
世
一
来
。

随
二
順
世
間
波
浪
一
漂
流
。
性
二
来
生
死
一
。
名
為
二
衆
生
一
。
舎
利
弗
。
即
此
法

身
。
厭
二
離
世
間
生
死
苦
悩
一
。
棄
二
捨
一
切
諸
有
欲
求
一
。
行
二
十
波
羅
蜜
一
。

摂
二
八
万
四
千
法
門
一
。
修
二
菩
提
行
一
。
名
為
二
菩
薩
一
（
中
略
）
是
故
。
舎
利

弗
。
不
下
離
二
衆
生
界
一
有
中
法
身
上
。
不
下
離
二
法
身
一
有
中
衆
生
界
上
。
衆
生
界
即

（
Ｄ
”
）

法
身
。
法
身
即
衆
生
界
。
舎
利
弗
。
此
二
法
身
。
義
一
名
異
。

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
衆
生
と
は
法
身
が
無
量
の
煩
悩
に
ま
と
わ
れ
て
無
始
以
来

世
間
に
住
し
生
死
に
往
来
し
て
い
る
姿
な
の
で
あ
る
。
同
様
に
菩
薩
も
法
身
が

修
行
す
る
姿
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
法
身
を
離
れ
て
衆
生
界
な
く
、
衆
生
界
は

即
ち
法
身
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
衆
生
界
の
不
増
不
減
が
説
か

れ
、
如
来
蔵
が
説
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

義
栄
は
そ
れ
を
う
け
て
次
の
よ
う
に
断
ず
る
。

所
し
言
衆
生
界
不
増
不
滅
者
。
乃
是
一
切
衆
生
。
不
し
離
二
仏
性
如
来
蔵
一
。
但

（
Ｄ
犯
）

未
し
知
三
自
身
有
二
如
来
蔵
一
。
則
名
二
凡
夫
一
。

一
切
の
衆
生
は
仏
性
如
来
蔵
な
の
で
あ
る
。
が
、
自
身
に
そ
の
如
来
蔵
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
の
が
、
ま
さ
に
凡
夫
で
あ
る
。
が
、
知
ら
な
い
凡
夫
も
如
来

蔵
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
変
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
故
、

衆
生
界
者
非
二
差
別
法
一
。
故
知
。
衆
生
中
無
三
一
衆
生
終
不
二
成
仏
一
。
亦
無
二

（
Ｄ
調
）

一
衆
生
滅
尽
一
而
已
。

以
上
の
よ
う
に
、
無
性
不
成
仏
説
は
論
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
法
華
秀
句
』
中
巻
を
見
て
く
る
と
、
最
澄
が
充
分
に
天
竺
大

唐
の
仏
性
論
争
を
承
知
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
仏
性
論

争
が
単
に
経
論
の
部
分
的
な
語
句
解
釈
論
争
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
根

本
的
な
考
え
方
の
相
違
に
帰
因
す
る
広
範
囲
で
体
系
的
な
教
学
間
の
全
面
的
な

（
Ｒ
Ｕ
）

対
決
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
最
澄
と
徳
一
の
論
争
は
、
ま
さ
し

く
イ
ン
ド
中
国
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
仏
性
論
争
を
継
承
し
、
悉
有
仏

性
一
切
皆
成
を
主
張
す
る
立
場
と
、
五
性
各
別
無
性
不
成
仏
の
立
場
に
立
っ
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
最
澄
は
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
に
依
拠
し
て
悉
有
仏
性
を
論

じ
、
徳
一
は
法
宝
に
対
し
た
窺
基
門
下
慧
沼
の
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
に
依
拠

し
て
無
性
不
成
仏
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
法
宝
・
慧
沼
の
論
と
最
澄
．

（
７
）

徳
一
の
論
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
わ
か
る
と
い
う
。
ま
た
、
最
澄
も
徳
一

も
互
い
に
相
手
が
何
に
依
拠
し
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
『
守
護
国
界
章
』
に
よ
れ
ば
、
徳
一
は
最
澄
の
発
言
が
法
宝
の
言
葉
に
似

（
Ｂ
Ｍ
）

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
し
、
最
澄
の
方
も
徳
一
の
主
張
が
慧
沼
に
賭
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
む
し
ろ
そ
こ
に
謬
り
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

今
驫
食
者
。
捨
二
初
依
天
親
一
。
随
二
異
生
慧
沼
一
。
乖
二
天
竺
本
一
・
依
二
大
唐

（
Ｂ
鴫
）

末
一
・
（
中
略
）
天
親
仏
性
。
為
し
客
為
し
謬
。
細
州
慧
日
。
為
し
主
為
し
鏡
。

す
な
わ
ち
、
最
澄
・
徳
一
の
論
争
が
天
竺
大
唐
以
来
の
問
題
を
そ
の
ま
ま
継
承

し
て
論
争
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
結
果
的
に
仏
教
教
理
に
関
す
る
理
解
の

程
度
・
解
釈
の
正
否
が
競
わ
れ
た
論
争
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
徳
一
と
の
仏
性
論
争
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
澄
の
仏

性
理
解
が
、
彼
以
前
の
仏
性
論
の
広
汎
に
わ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

う
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
最
澄
の
仏
性
理
解
の
中
で
、
後
の
本
覚
思
想
へ
と
展
開
さ
れ
得
る
契

機
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
点
で
あ
る
の
か
。

4
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先
述
の
よ
う
に
『
守
護
国
界
章
』
に
お
い
て
非
情
成
仏
の
問
題
に
及
ん
だ
時

に
、
最
澄
が
必
ず
し
も
非
情
成
仏
を
積
極
的
に
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

惜
壁
瓦
礫
非
情
の
物
が
永
く
仏
性
に
非
ず
と
い
え
ば
、
心
外
に
色
法
等
を
認
め

る
こ
と
に
な
っ
て
大
乗
の
教
説
に
違
う
と
断
じ
た
時
、
そ
れ
が
や
が
て
非
情
成

仏
論
へ
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
た
が
、
そ
う
考
え
る
の
は
、
大
唐

仏
性
靜
の
中
で
最
澄
自
身
が
紹
介
し
て
い
る
霊
潤
や
義
栄
の
非
情
成
仏
論
と
最

澄
の
そ
れ
と
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
悉
有
仏
性
一
切
皆

成
を
言
い
な
が
ら
非
情
の
成
仏
は
認
め
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
霊
潤
は
「
草
木

無
情
。
無
有
理
性
。
」
と
し
た
上
で
「
草
木
唯
心
量
。
心
外
一
向
無
。
故
無
し

（
Ｄ
卯
）

有
二
理
性
一
。
非
二
是
心
外
有
一
。
真
如
何
所
し
遍
・
」
と
説
い
て
、
真
如
の
遍
満

を
肯
定
し
な
が
ら
非
情
に
理
仏
性
の
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
真
如
理
性
は
あ
く

ま
で
有
情
の
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
義
栄
は
浬
藥
経
の
「
非
仏
性
者
。
謂
惰
壁

（
Ｄ
狐
）

也
」
の
文
を
引
く
の
み
で
非
情
成
仏
に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
両
者
と
異
な
る
立
場
に
、
最
澄
は
何
に
依
拠
し
て
立
つ
こ
と
が

で
き
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
最
澄
が
天
台
六
祖
湛
然
の
『
金
剛
鋒
論
』

を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
先
の
『
守
護
国
界
章
』
に
お
い
て
非
情
成
仏

に
つ
い
て
ふ
れ
た
個
所
で
も
、

或
云
。
有
情
真
如
名
二
仏
性
一
。
非
情
真
如
名
二
法
性
者
一
。
論
議
者
妄
語
。

非
二
経
論
正
義
一
。
或
云
。
出
二
宝
積
。
大
般
若
。
諭
伽
。
智
度
一
者
。
即
座

（
Ｂ
肥
）

避
レ
過
詞
耳
。
広
如
二
金
鍔
破
一
也
。

と
説
い
て
、
最
澄
が
『
金
剛
鉾
論
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
明
か
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

『
伝
教
大
師
将
来
目
録
』
に
は
、
湛
然
の
『
法
華
玄
義
釈
』
十
巻
『
法
華
文

句
記
』
十
巻
『
摩
訶
止
観
補
行
伝
弘
決
」
十
巻
と
と
も
に
『
金
剛
鐸
論
』
一
巻

が
ふ
え
、
あ
わ
せ
て
明
曠
の
『
金
剛
鐸
論
記
』
と
い
う
注
釈
書
も
将
来
さ
れ
た

（
面
』
８
１
）

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
も
と
に
、
最
澄
自
ら
『
註
金
剛
鐸
論
』
一
巻
を
撰
じ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
い
か
に
『
金
剛
鍔
論
』
を
重
要
視
し
て
い
た
か

が
知
れ
る
。
他
に
経
典
へ
の
註
は
あ
っ
て
も
、
論
書
へ
の
註
は
最
澄
真
撰
と
さ

れ
る
現
存
本
の
中
で
は
、
全
集
で
ゑ
る
限
り
こ
れ
一
本
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

内
容
は
湛
然
『
金
剛
鉾
論
』
と
明
曠
『
金
剛
鉾
論
記
』
と
の
会
本
で
あ
っ
て
、

最
澄
は
序
を
付
し
て
い
る
の
承
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
本
を
撰
じ
た
こ
と

自
体
、
弟
子
達
に
本
論
を
学
ば
せ
た
い
と
い
う
彼
の
強
い
意
志
を
感
じ
る
。

最
澄
が
本
論
を
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
付
さ
れ
た
序
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

金
剛
鍔
論
者
。
新
法
性
宗
肝
心
者
也
。
虚
空
仏
性
亀
鏡
者
也
。
（
中
略
）
色

心
不
二
。
混
二
性
相
於
一
心
一
。
真
俗
一
味
。
殊
二
理
事
於
三
千
一
。
如
来
知

見
。
全
尽
二
此
論
一
。
（
中
略
）
性
相
円
融
。
理
事
具
足
。
覚
者
明
師
。
禅
者

（
画
匹
刊
几
）

心
鏡
。

法
性
宗
と
は
法
相
宗
に
対
す
る
一
乗
家
を
意
味
す
る
。
『
金
剛
鍔
論
』
は
空
仏

性
を
明
す
宗
の
肝
心
だ
か
ら
、
最
澄
は
こ
れ
に
註
し
て
弟
子
に
託
す
の
で
あ

る
。
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
最
澄
が
入
唐
し
て
天
台
学
を
学
ん
だ
師
道
達

・
行
満
は
と
も
に
湛
然
の
弟
子
で
あ
り
、
当
然
の
如
く
最
澄
は
湛
然
に
よ
っ
て

再
構
築
さ
れ
た
天
台
学
を
学
ん
で
帰
朝
し
た
の
で
あ
る
。

湛
然
は
当
時
法
相
宗
・
華
厳
宗
な
ど
に
よ
る
天
台
法
華
思
想
批
判
の
中
で
、

法
華
最
勝
を
主
張
す
る
た
め
に
智
顎
の
教
説
を
忠
実
に
継
承
し
な
が
ら
、
智
顎

の
時
代
に
は
な
い
新
し
い
事
態
に
対
処
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
台
教
学
の
第
一

原
理
と
し
て
性
具
説
を
す
え
、
そ
の
立
場
か
ら
天
台
の
教
相
と
観
心
の
体
系
を

（
○
○
）

明
確
に
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
華
厳
教
学
の
第
一
原
理
性
起
説
に
対
抗
す
る
必

六
五



要
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
湛
然
は
智
顎
に
は
な
い
真
如
随
縁
説
を
天
台
教

学
の
中
に
摂
取
し
た
と
い
う
。
真
如
賭
縁
説
と
は
、
真
如
が
客
塵
煩
悩
の
縁
に

随
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
経
験
的
差
別
世
界
を
生
起
す
る
と
い
う
説

（
○
Ｏ
）

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
真
如
法
性
の
生
起
と
し
て
浄
法
の
ゑ
で
は
な
く
染
法
を
も

含
め
て
、
真
如
の
遍
満
を
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
華
厳
宗
の
性

起
唯
浄
説
を
偏
指
清
浄
真
如
を
説
く
と
批
判
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
一

方
、
真
如
法
性
凝
然
・
不
作
諸
法
を
主
張
す
る
法
相
宗
を
も
論
破
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
湛
然
は
そ
の
真
如
随
縁
説
を
華
厳
宗
が
重
視
し
た

『
大
乗
起
信
論
』
に
学
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
の
経
験
的
差
別
世
界
の
生
起

を
明
か
し
な
が
ら
、
し
か
も
円
教
の
立
場
で
真
如
と
差
別
世
界
の
絶
待
相
即
を

（
８
）

説
い
て
、
天
台
実
相
論
の
優
位
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
湛
然
の
真
如
随
縁
説
を
論
じ
た
の
が
『
金
剛
鍔
論
』
な
の
で
あ

っ
て
、
浬
藥
経
の
仏
性
論
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
華
厳
宗
と
天
台
宗
と
の
相
違
を

示
さ
ん
と
す
る
も
の
と
い
え
る
。
論
中
で
破
さ
れ
る
夢
中
の
野
客
は
華
厳
説
を

（
面
Ｅ
⑦
凸
）

主
張
す
る
者
で
あ
る
。

世
人
何
以
棄
二
仏
正
教
一
。
明
二
於
邪
空
一
。
云
何
乃
以
二
智
断
果
上
縁
了
仏

性
一
。
以
難
二
正
因
一
。
（
中
略
）
世
人
。
多
引
二
浬
藥
一
為
し
難
。
故
広
引
し
之
。

以
杜
二
余
論
一
。
子
応
下
不
レ
見
二
浬
藥
之
文
一
。
空
効
中
世
人
瓦
石
之
妨
上
。
縁
了

（
Ｆ
３
）

難
し
正
。
殊
不
二
相
応
一
。
此
即
子
。
不
し
知
二
仏
性
之
進
否
一
也
。

『
大
乗
起
信
論
』
に
依
る
限
り
、
真
如
と
無
明
と
の
差
別
を
超
克
す
べ
く
阿
梨

耶
識
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
浄
法
染
法
の
生
起
即
ち
真
如
随
縁
が
説
か

れ
る
。
そ
れ
故
、
唯
心
説
の
立
場
で
心
外
無
別
法
を
云
う
が
、
こ
の
立
場
に
立

つ
限
り
草
木
惜
壁
瓦
礫
の
非
情
と
有
情
と
の
差
別
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
仏
性
の
解
釈
に
際
し
て
、
あ
る
い
は
理
仏
性
と
行
仏
性
に
分

け
、
あ
る
い
は
先
の
引
用
の
よ
う
に
正
因
仏
性
と
縁
了
行
性
（
仏
性
）
と
に
分

け
て
、
理
仏
性
・
正
因
仏
性
は
法
性
の
理
体
と
し
て
有
情
非
情
と
も
に
遍
満
す

る
が
、
縁
了
行
性
は
有
情
の
承
に
限
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
湛
然
は
正
因
仏
性
・
縁
了
行
性
を
有
情
非
情
と
も
に
認
め
る

こ
と
を
立
場
と
す
る
。

万
法
是
真
如
。
由
二
不
変
一
故
。
真
如
是
万
法
。
由
二
随
縁
一
故
。
故
子
信
三
無

情
無
二
仏
性
一
者
。
豈
非
三
万
法
無
一
真
如
一
耶
。
故
万
法
之
称
。
寧
隔
一
於
繊

塵
一
。
真
如
之
体
何
専
二
於
彼
我
一
。
是
則
無
し
有
二
無
し
波
之
水
一
。
未
し
有
二
不
し

湿
之
波
一
。
在
し
湿
秬
間
二
於
混
澄
一
。
為
し
波
自
分
二
於
清
濁
一
。
雛
二
有
し
清
有
戸

（
Ｆ
４
）

濁
。
而
一
性
し
殊
。

も
し
無
情
非
情
に
仏
性
無
し
と
す
る
な
ら
、
万
法
に
真
如
が
無
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
、
万
法
即
真
如
の
理
に
反
す
る
。
真
如
即
万
法
と
い
う
時
、
万
法
の

中
に
有
情
の
み
な
ら
ず
無
情
非
情
も
残
り
な
く
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
真
如

の
体
は
有
情
非
情
を
何
等
隔
て
る
こ
と
は
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。

故
知
覚
無
二
不
覚
一
。
不
し
名
二
仏
性
一
。
不
覚
無
し
覚
。
法
性
不
レ
成
。
覚
無
二
不

覚
一
。
仏
性
寧
立
。
是
則
無
二
仏
性
一
之
法
性
。
容
レ
在
二
小
宗
一
。
即
二
法
性
一
之

（
西
江
Ｅ
Ｊ
）

仏
性
。
方
日
二
大
教
一
・

覚
に
不
覚
が
あ
っ
て
仏
性
、
不
覚
に
覚
が
あ
っ
て
法
性
。
覚
に
不
覚
が
具
し
て

い
な
け
れ
ば
、
い
か
に
し
て
仏
性
を
云
い
得
る
の
か
。
仏
性
を
認
め
ぬ
法
性
を

立
て
る
の
は
小
乗
で
、
法
性
即
仏
性
と
す
る
の
が
大
乗
の
立
場
と
す
る
。
こ
こ

に
お
い
て
悉
有
仏
性
一
切
皆
成
の
大
乗
教
を
説
き
得
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
仏
成
道
。
法
界
無
し
非
二
此
仏
之
依
正
一
。
一
仏
既
爾
。
諸
仏
威
然
。
衆
生

（
百
匹
Ｒ
ｕ
）

自
於
一
一
仏
依
正
中
一
。
而
生
一
殊
見
一
。
苦
楽
昇
沈
。
二
皆
計
為
二
己
身
土
一
。

法
界
全
て
仏
の
身
士
に
他
な
ら
な
い
。
万
法
全
て
仏
身
を
成
し
て
い
る
の
で
あ

一
ハ
ー
ハ



以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
日
本
の
天
台
学
に
お
い
て
本
覚
思
想
が
後
に

展
開
さ
れ
る
直
接
の
契
機
は
天
台
教
学
の
密
教
化
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
釈

摩
訶
桁
論
』
に
も
と
づ
く
本
覚
思
想
を
天
台
教
学
に
受
容
す
る
基
盤
と
な
っ
た

の
は
、
正
し
く
湛
然
以
来
の
天
台
教
学
に
み
ら
れ
る
真
如
院
縁
の
思
想
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
最
澄
は
正
し
く
天
台
教
学
の
継
承
者
で
あ
り
、

そ
れ
を
日
本
に
将
来
さ
せ
た
人
と
し
て
宗
祖
た
り
得
よ
う
。
最
澄
の
著
作
に
本

（
９
）

覚
の
語
は
一
個
所
。
引
用
を
含
め
て
も
二
個
所
し
か
な
い
と
し
て
も
、
『
守
護

国
界
章
』
や
『
法
華
秀
句
』
に
お
け
る
徳
一
と
の
論
争
の
中
で
、
最
澄
は
真
如

随
縁
説
を
も
っ
て
徳
一
の
無
性
不
成
仏
論
を
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
（
、
）

法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
や
『
一
乗
仏
性
権
実
論
』
（
究
竜
論
の
異
本
）

（
Ⅲ
）

に
依
拠
し
た
最
澄
の
立
論
で
あ
っ
た
と
い
う
。

夫
真
如
妙
理
有
二
両
種
義
一
。
不
変
真
如
凝
然
常
住
。
随
縁
真
如
縁
起
常
住
。

報
仏
如
来
有
二
両
種
身
一
・
夢
裏
権
身
有
為
無
常
。
覚
前
実
身
縁
起
常
住
。
相

る
。
し
た
が
っ
て
、

円
人
始
末
。
知
二
理
不
二
一
。
心
外
無
し
境
。
誰
情
無
情
。
法
華
会
中
。
一
切

不
し
隔
。
草
木
与
レ
地
。
四
微
何
殊
。
挙
二
足
修
途
一
。
皆
趣
二
宝
渚
一
。
弾
指
合

導
〆
城
成
二
仏
困
一
。
与
レ
ー
許
し
三
。
舞
乖
二
先
志
一
。
豈
至
一
今
日
｝
。
云
一
無

情
無
｝
・

と
さ
れ
、
有
情
非
情
の
別
も
有
性
無
性
の
別
も
な
く
悉
く
成
仏
の
因
を
有
す
と

し
て
不
成
仏
が
否
定
さ
れ
る
。
先
に
み
た
最
澄
の
非
情
成
仏
に
つ
い
て
の
発
言

は
、
霊
潤
義
栄
の
そ
れ
と
異
な
り
、
明
ら
か
に
准
然
説
を
継
承
し
た
も
の
と
い

え
る
。
最
澄
の
仏
性
理
解
に
は
『
金
剛
縛
論
』
の
説
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

5

統
常
義
亦
有
二
両
種
一
・
随
縁
真
如
相
続
常
義
。
依
他
縁
生
相
続
常
義
。
今
真

実
報
仏
。
摂
二
随
縁
真
如
相
続
常
義
。
巖
食
者
所
修
執
凝
然
真
如
。
定
為
二
偏

真
一
。
（
中
略
）
今
為
二
仏
機
一
・
開
二
方
便
教
一
・
廃
一
偏
真
理
一
・
除
二
如
幻
智
一
。

（
Ｂ
”
）

破
二
三
乗
執
一
。

真
如
に
は
凝
然
常
住
の
不
変
真
如
の
側
面
と
、
縁
起
常
住
の
陥
縁
真
如
の
側
面

が
あ
る
。
今
そ
れ
を
報
身
仏
の
智
の
常
不
常
の
問
題
に
即
し
て
い
え
ば
、
報
仏

に
も
有
為
無
常
の
権
身
と
縁
起
常
住
の
実
身
と
が
あ
っ
て
、
真
実
の
報
身
仏
は

随
縁
真
如
に
よ
る
相
続
常
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
徳
一
は
真
如
に
つ
い
て
凝
然

常
住
不
変
真
如
の
み
に
偏
し
、
臆
縁
真
如
を
と
ら
な
い
が
こ
れ
は
偏
真
の
謬
り

で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
偏
真
の
理
を
廃
し
三
乗
の
執
を
破
し
て
報
仏
の
智
の
常

住
を
主
張
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
に
真
如
随
縁
説
に
立
っ
て

法
相
の
凝
然
真
如
・
理
仏
性
説
を
破
さ
ん
と
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

法
相
宗
で
は
、
真
如
は
凝
然
不
変
の
理
と
し
て
万
法
を
生
起
へ
縁
起
）
し
な

い
。
万
法
生
起
に
は
別
に
阿
頼
耶
識
を
立
て
て
説
き
明
し
、
そ
の
識
中
に
蔵
す

る
有
漏
種
子
が
有
為
生
起
の
因
と
す
る
種
子
縁
起
説
に
立
つ
。
そ
れ
故
、
真
如

所
縁
縁
は
一
切
有
情
に
平
等
で
あ
っ
て
も
万
法
生
起
の
因
た
ら
ず
、
別
に
浄
法

生
起
の
因
無
漏
種
子
を
立
て
、
そ
れ
を
も
た
な
い
有
情
を
無
性
と
し
、
そ
の
不

成
仏
を
説
く
の
で
あ
る
。

顕
下
真
如
所
縁
縁
一
切
有
情
共
有
。
唯
本
無
漏
種
子
是
無
性
無
。
由
二
此
種
子

（
Ｄ
犯
）

有
無
一
。
而
有
障
無
障
。
性
有
中
差
別
上
。

こ
れ
に
対
し
最
澄
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
真
如
所
縁
縁
が
平

等
で
あ
る
故
に
能
縁
の
智
性
も
平
等
で
あ
る
。
だ
か
ら
も
し
所
縁
縁
平
等
と
言

い
な
が
ら
能
縁
の
智
性
に
有
無
の
差
別
が
あ
る
と
云
う
な
ら
ば
、
能
縁
智
性
の

な
い
者
を
ど
う
し
て
有
所
縁
縁
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
も
し
ま
た
無
性

六
七



有
情
に
能
縁
智
性
が
な
い
と
す
る
な
ら
、
無
性
の
人
は
所
縁
縁
を
有
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
「
所
縁
縁
平
等
皆
有
」
の
理
に
反
す
る
。
能
縁
所
縁
と
も

に
一
切
有
情
各
々
に
具
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
真
如
所
縁
縁
平
等
一
切
皆
有
と

い
え
ば
、
能
縁
の
智
性
す
な
わ
ち
徳
一
の
い
う
行
仏
性
も
悉
有
だ
と
説
く
の
で

（
Ｄ
羽
）

あ
る
。こ
の
よ
う
に
真
如
随
縁
説
を
も
っ
て
法
相
義
を
破
し
た
こ
と
は
最
澄
の
弟
子

達
に
よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
恵
心
の
『
一
乗
要
決
』
は
そ
れ
を
よ
く

伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
真
如
随
縁
の
理
が
知
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
同

時
に
日
本
天
台
宗
義
に
お
け
る
本
覚
思
想
伸
展
の
大
き
な
基
盤
に
な
っ
た
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
最
澄
の
伝
え
た
『
金
剛
鉾
論
』
は
真
如
臆
縁
の
理

を
理
解
す
る
に
役
立
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
。

註

（
１
）
薗
田
香
融
「
最
澄
と
そ
の
思
想
」
（
日
本
思
想
大
系
『
最
澄
』
岩
波
書

店
、
所
収
。
一
九
七
四
年
五
月
。
四
三
九
’
四
四
六
頁
）

（
２
）
田
村
芳
朗
「
天
台
本
覚
思
想
概
説
」
（
日
本
思
想
大
系
『
天
台
本
覚
論
』

岩
波
書
店
、
所
収
。
一
九
七
三
年
一
月
。
五
○
八
’
五
一
○
頁
）

（
３
）
拙
論
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
に
つ
い
て
」
（
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究

年
報
第
二
九
輯
所
収
）
、
同
「
三
輪
流
神
道
に
お
け
る
草
木
国
士
悉
皆
我

躰
」
（
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
第
三
十
輯
所
収
）

（
４
）
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五

十
年
八
月
。
一
四
六
頁
）

（
５
）
恵
谷
隆
戒
．
乗
仏
教
受
容
の
型
態
ｌ
特
に
法
宝
の
一
乗
仏
性
究
寛

論
と
そ
の
影
響
ｌ
」
（
『
仏
教
史
学
』
第
三
巻
第
一
号
、
昭
和
二
十
七

年
六
月
。
二
八
頁
）

（
６
）
前
出
、
註
（
１
）
薗
田
論
文
。
（
四
八
六
’
七
頁
）

（
７
）
恵
谷
隆
戒
「
伝
教
大
師
を
中
心
と
し
た
仏
性
論
争
に
つ
い
て
」
（
『
伝

教
大
師
研
究
』
天
台
学
会
編
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
四
十
八
年
、

九
八
頁
）

（
８
）
安
藤
俊
雄
『
天
台
学
１
１
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
』
（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
六
八
年
六
月
、
二
九
九
’
三
一
三
頁
）

（
９
）
前
出
、
註
（
４
）
浅
井
論
書
。
（
一
三
七
’
一
四
○
頁
）

（
蛆
）
前
出
、
註
（
５
）
恵
谷
論
文
。
（
三
三
頁
）

（
ｕ
）
久
下
陞
「
『
守
護
国
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
宝
の
仏
性
論
ｌ
真

如
所
縁
縁
種
子
を
め
ぐ
る
論
争
」
（
仏
教
大
学
研
究
紀
要
第
五
九
号
、
昭

和
五
十
年
三
月
、
二
三
’
六
頁
）

◎
最
澄
の
著
作
は
全
て
『
伝
教
大
師
全
集
』
全
五
巻
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、

昭
和
五
十
五
年
四
月
覆
刻
）
よ
り
引
用
。
但
、
正
字
体
を
略
字
体
に
改
め
て

い
る
。
Ａ
『
依
愚
天
台
宗
』
第
三
巻
。
Ｂ
『
守
護
国
界
章
』
第
二
巻
。
Ｃ
『
決

権
実
論
』
第
二
巻
。
Ｄ
『
法
華
秀
句
』
第
三
巻
。
Ｅ
『
伝
教
大
師
将
来
目

録
』
第
四
巻
。
Ｆ
『
註
金
剛
鉾
論
』
第
四
巻
の
記
号
を
用
い
（
）
内
に
頁

数
を
入
れ
、
以
下
引
用
順
に
記
す
。

川
（
三
四
三
）
、
別
（
五
一
○
）
、
唾
（
六
○
○
）
、
函

理
（
五
一
三
）
、
蹄
（
五
一
ご
、
恥
（
五
一
五
、
’
六
）
、

０

配
（
五
一
二
）
、
別
（
五
二
三
）
、
Ⅲ
（
五
二
五
）
、
ｑ

＊

六
八

（
六
○
四
１
１
五
）
、

即
（
五
九
八
）
、

（
六
九
二
）
、
⑰



１

２
３

（
六
九
三
）
、
“
（
六
九
四
）
、
Ⅲ
（
五
一
三
）
、
Ⅲ
（
五
二
四
）
、
別
（
五

二
五
）
、
“
（
六
九
二
）
、
開
（
六
九
三
’
四
）
、
Ⅲ
（
二
七
）
Ⅲ

口
一
八
）
、
閃
（
三
二
）
、
Ⅸ
（
一
二
一
’
二
）
、
恥
（
三
三
）
、

０

川
（
一
三
三
）
、
Ⅳ
（
一
三
七
）
、
皿
（
一
四
六
）
、
Ⅲ
（
一
四
七
）
、
Ⅲ

１

２
３
４

（
一
五
○
）
、
Ⅲ
（
一
四
九
）
、
Ⅲ
（
一
五
二
）
、
Ⅲ
（
一
五
二
’
四
）
、
Ⅲ

５
６
７
８

（
一
五
五
）
、
Ⅲ
（
一
五
八
）
、
Ⅲ
（
一
六
三
）
、
Ⅲ
（
ニ
ハ
四
）
、
Ⅲ
（
一

９
０
１
２

六
七
）
、
Ⅲ
（
一
八
四
）
、
Ⅲ
（
一
八
九
）
、
Ⅲ
（
一
九
五
）
、
Ⅲ
（
二
○

六
）
、
剛
（
一
九
○
）
、
Ⅲ
（
二
○
一
）
、
Ⅲ
（
二
○
五
）
、
Ⅷ
（
一
三
三
）
、

４
５

８
９
４

Ｍ
（
一
三
六
）
、
Ⅲ
（
二
三
五
）
、
Ⅲ
（
一
三
二
）
、
Ⅲ
（
五
一
○
・
五
八

５
０
１
６

八
）
、
田
（
四
二
九
）
、
閃
（
ニ
ハ
七
）
閃
（
二
一
五
）
、
Ⅲ
（
五
二
五
）
、

皿
（
三
五
一
’
二
・
三
五
八
）
、
Ⅲ
（
己
、
剛
（
五
）
、
岡
（
九
’
一

○
）
、
別
（
一
七
’
八
）
、
閥
（
一
九
）
、
刑
舎
三
）
、
Ｗ
（
一
二
六
）
、

７
２
３

Ⅲ
（
五
六
七
）
、
Ⅲ
（
九
八
）
、
閃
へ
九
九
）
・

（
学
習
院
大
学
教
授
）

六
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